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難ll蔓量議 麹盤 蹴 慕塑嫉瓢
lll難lP-NAINに よる難 撫 美顔の基礎 から

縫 難 実 践 ま で ・一 一一

7

・会
長
高
橋
知
之
)
は
8
月

25
日
が
大
阪
青
木
医
院
、
8
月
30
日
、
9
月
3
日
が
東

京
渋
谷
高
橋
医
院
に
お
い
て
光
美
容
勉
強
会
を
開
催
し

た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

「光
美
顔
術
～
基
礎

か
ら
実
践

ま
で
」。
講
師
は
渋
谷
高
橋
医
院
長
高
橋
知

之
医
師
、

渋

谷
高

橋
医
院
ス
キ
ン
ケ
ア
外
来

担
当
高

橋
貴
志
医

師
。
光
美
容
研
究
会
喜

田
泰
子
さ
ん
。
会
員
非
会
員
サ

ロ
ン
か
ら
各
定
員
15
人
が
訪
れ
て
熱
心
に
学
ん
だ
。

■
美
顔
の
講
義
と
実

習

勉
強
会
は
講
義

1
が
基

礎
と
原
理
と
し
て
「皮
膚
の

構
造
」
「シ
ミ
、
ホ
ク
ロ
、
肝

斑
の
解
剖
」
「シ
ミ
の
予
防
、

ス
キ
ン
ケ
ア
」「シ
ミ
に
対
す

る
治
療
の
種
類
」「ニ
キ
ビ
に

対
す
る
治
療
の
種
類
」。
講

義

H
が
臨
床
各
論
と
し
て

「
P
-
F
a
9
-
a
I
(い
わ
ゆ
る

フ
オ
ト
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
)
」
「
P
-

R
e
b
o
r
n
(フ
ォ
ト
リ
ボ
ー

ン
)
」
「
ホ
ク
ロ
、
花

弁
状

色

素
斑

、
血
管

腫
の
ト
リ
ー
ト

メ
ン
ト
」
を
学

ん
だ
。

午

後

の
部

は
P

-N
A
I

N
を

用

い
た
実

技

指

導

。

受
講

者

は
す
で
に
P
・N
A

l
N
を
つ
か
っ
て
脱

毛

施

術
を

お
こ
な
っ
て
い

高橋貴志医師による実習

る
人
が
大
半
。
光
美

顔
は
脱
毛
以
上
に
注
『

意
を
要
す
る
技
術
で

あ
る
た
め
各
自
真
剣

な
態
度
で
実
習
が
続

い
た
。

一
P
・N
A
曜
N

に
よ
る
光

英
顔

P
-N
A
I
N
シ
ス

テ
ム
は
、
永
久
脱
毛

ほくろを照射 するときは

スキンプロテクターをつかう

よ浮きができないように

ける

を
目
的
と
し
た
長
パ
ル
ス

幅
の
赤
外
線
波
の
発
光
以

外
に
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
モ
ー
ド

で
は
長
波
長
域
可
視
光
線

を
発
光
す
る
。
最
新
技
術

の
皮
膚

接
触
式

冷
却

装

置
を
搭

載
し
て
い
る
以
外

に
も
多
く
の
利
点
を
持
っ

て
い
る
。
タ
ッ
チ
ス
ク
リ
ー

ン
を
用
い
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
制

御
、
一フ
ン
プ
の
出

力

低
減
を
自
動
補
正
す
る
キ

ャ
リ
ブ
レ
ー
タ
ー
、
ユ
ー
ザ
ー

に
や
さ
し
い
設
計
に
よ
り

安
全
で
簡
単
に
処
置
を
お

こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

?

N
A
-
N
シ
ス
テ
ム
の

脱
毛
モ
ー
ド
で
は
7
0
0
n

m
よ
り
も
長

い
波
長
の
強

フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
モ
ー
ド
で
は

5
6
0
n
m
よ
り
も
長
い
波

長
の
強
力
な
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ

ン
プ
の
光
線
が
表
皮
層
の

メ
ラ
ニ
ン
お
よ
び
真
皮
層

の
毛
細
血
管
内
に
あ
る
酸

化
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
に
選
択
的

に
吸
収
さ
れ
、
熱
分
解
す

る
。
ま
た
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
モ

ー
ド
で
は
6
4
0
n
m
の
外

付
け
イ

ル
タ
ー
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
肝

斑
な
ど

に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ

と
な
く
施
術
で
き
る
。

冷
却
ハ
ン
ド
ピ
ー
ス
チ
ッ

プ
は
、
ジ
ェ
ル
を
介
し
て
皮

灘
羅
襲
暴
L藪

線
く

ー
密
度
を
増
し
、
メ
ラ
ニ
ン

曲
強

を
多
く
含
む
上
皮
の
温
度

上
昇
を
軽
減
す
る
。

力
な
フ
ラ
ッ
シ
ュ
一フ
ン
プ
の
光

線

が
真
皮
の
深
部
ま
で
到

達
し
、
そ
こ
で
毛
の
メ
一フ
ニ

ン
に
選
択
的
に
吸
収
さ
れ
、

毛
幹
と
毛
包
を
急
速
に
加

熱
し
、毛
包
を
不
能
に
す
る
。

P
・N
A
-
N
シ
ス
テ
ム
の

、
一
一硝
欝

」

■

P
・N
A
匿
N
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト

で
で
き

る

こ
と

P
-N
A
I
N
の
美
顔

モ

ー
ド
に
は
P
ラ
ェ
イ
シ
ャ
ル

と
P
-リ
ボ
ー
ン
が
あ
る
。

P
-フ
エ
イ
シ
ャ
ル
は
、

日鈴木直枝さんは山梨のサロンから参力

こ
れ
ま
で
の
美
顔

レ

ー
ザ
ー
治

療
法
と
は

ま
っ
た
く
ち
が
い
、
I

P
」
を
顔
全
体
に
照

射
す
る
こ
と
で
顔

中

の
さ
ま
ざ
ま
な
光
老

化
の
悩
み
を

一
挙
に

改
善
す
る
。
キ
メ
が

整
い
、
顔
全
体
を

明

る
く
し
、
素

肌
の
若

返
り
を
お
こ
な
う
こ

と
が
で
き
る
。
赤

ら

顔
、
ニ
キ
ビ
、
ニ
キ
ビ
跡
、
シ

ミ
、
こ
じ
わ
、
そ
ば
か
す
、
肝

斑
(肝
斑
用
サ
フ
ァ
イ
ア
チ

ッ
プ
装
着
時
)な
ど
に
用
い

る
。
ま
た
ス
キ
ン
プ
ロ
テ
ク

タ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ほ
ぼ
無
痛
で
ホ
ク
ロ

や
小
血
管
腫
の
処
理
も
可

能
で
あ
る
。

一
方
、
P
ウ
ボ
ー
ン
は
ー

一
曹

『』F
』

髭一
ロ

▲
一

P
」
を
無
害
な
酸
化
チ
タ

ン
に
向
け
て
照
射
し
、
3
7

0
～
1
0
0
0
n
m
を
ピ
ー

ク
と
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
波

長
の
2
次
光
(プ
ヲ
ス
マ
光
)

を
出

す
こ
と
に
よ
り
ト
リ

ー
ト
メ
ン
ト
を
お
こ
な
う
光

美
顔

術
で
あ
り
、
副
作
用

ゼ
ロ
で
、
赤
ら
顔
、
ニ
キ
ビ
、

ニ
キ
ビ
跡
、
美
白
、
こ
じ
わ
、

毛
穴
の
開
き
や
黒
ず

み
な

ど
の
ト
リ
i
ト
メ
ン
ト
が
お

こ
な
え
る
。

P
ウ

ボ
ー
ン
で
使
用
す

る
プ
ラ
ズ
マ
ジ
ッ
ク
ジ
ェ
ル

に
は
黒
色
炭
素
が
含
有
さ

れ
て
い
の
で
照
射
部
位
の

光
ピ
ー
リ
ン
グ
も
同
時
に

お
こ
な
え
る
。

■

P
・N
A
I
N
ト
リ

ー

ト
メ
ン
ト
の
禁
忌

①
光
線

過
敏

反
応

を
引

き
起
こ
す
可
能
性
の
あ
る

薬
剤
を
内
服
し
て
い
る
人

②
日
焼
け
を
し
て
い
る
人

③
刺
青

、
ア
i
ト
メ
イ
ク
の

上
へ
の
照
射

④
照
射
部
位
に
病
変
(切
り

傷
、
強
い
炎
症
)が
あ
る
人

-
禁

忌
で
は
な
い
が
、

慎
重
な

判
断

を
要

す
る
も
の

①
妊
娠
中
の
人

②
ケ
ロ
イ
ド
既
往
の
あ
る
人

一

③
悪
性
疾
患
が
疑
わ
れ
る

病
変
④
て
ん
か
ん
発
作
の
既
往

が
あ
る

⑤
糖
尿
病
/
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
/
抗
凝
固
療
法
を
受
け

て
い
る
、
基
礎
疾
患
の
あ
る

人

肝
斑
を
も
施
術
で
き
る
機
械
で
な
け
れ
ば

光
美
顔

の
ビ
ジ
ネ
ス
化

は
困
難

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
で
光
美
顔
を
お
こ
な
う
際
の
注
意
点

フ
ォ
ト
フ
ェ
イ
シ
ャ

ル
に
代
表
さ
れ
る
光

美

顔

の
原

理

は
脱

毛
と
同
じ
く
シ
ミ
の

原
因
で
あ
る
メ
ラ
一一

・
ン
を
加
熱
変
性
さ
せ
る

一
こ
と
に
よ
り
ま
克

・

脱
毛
で
は
皮
膚
の
深

一
い
と
こ
ろ
に
あ
る
毛
根
内

.
の
大
量
の
メ
ラ
ニ
ン
が
タ

輔
ー
ゲ
ッ
ト
で
す
が
、
光
美

.
顔
で
は
皮
膚
表
面
に
浅

一
く
拡
が
る
メ
三

ン
が
タ

7

ゲ
ッ
ト
と
な
り
姿

同
じ
メ
ラ
ニ
ン
で
も
存

剛
在
場
所
と
量
が
異
な
り

■
ま
す
の
で
光
線

の
条
件

一
も
違
え
な
け
れ
ば
な
り

・
ま
せ
ん
。
脱
毛

で
は
波

扁
長
の
長
い
光
線

(赤
色
)

・
を
用
い
る
の
で
す
が
美

一
顔
で
は
短
い
光
線
黄
色
)

・
が
適
し
て
い
ま
蒐

一

よ
く
冷
え
た
透
明
ジ

。

エ
ル
を
肌
に
塗
っ
た
う
え

一
で
、
黄

色
い
光
線

を
短

凱
蠣
鰭
銑
雛

一
則
で
す
。
2
発
に
分
け
て

■
照
射
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

一
皮
膚
温
の
急
上
昇
を
防

、
ぐ
わ
け
で
す
。
光

美
顔

一
で
の
出
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

・
脱
毛
に
比
較
す
る
と
相

一
当
に
低
い
で
す
が
、
黄
色

い
光
線
は
赤
い
光
線
よ
り

も
ヤ
ケ
ド
し
や
す
い
の
で
皮

膚
冷
却
と
2
発
に
分
け
る

こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。

●
サ

ロ
ン
に
と
っ
て
の

肝

斑
問
題

光
美
顔
で
対
象
と
な
る

シ
ミ
に
は
幾
つ
か
の
種
類

が
あ
り
ま
す
・
そ
ば
か
す
、

年
齢

的
な
も
の
、
繰
り
返

さ
れ
た
日
焼
け
に
よ
る
も

の
、
肝
斑
と
い
う
ホ
ル
モ
ン

バ
ラ
ン
ス
に
関
係

す
る
シ

ミ
な
ど
で
す
。
肝

斑
と
は

成
人
女
性
の
顔
面
、
と
く

に
額
部
眉
毛
直
上
、
頬
部

に
左
右
対
称
性
に
好
発
す

る
比
較
的
限
局
性
の
シ
ミ

で
す
が
肝
臓
疾
患
と
は
無

関
係
で
す
。

光
美
顔
で
問
題
と
な
る

の
は
肝
斑
で
す
。

一
般
に
I

P
L
は
肝
斑
を
悪
化
さ
せ

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
皮
膚
冷
却
と
2
連
発

を
守
って
施
術
す
れ
ば
ヤ
ケ

ド
は
回
避
で
き
ま
す
が
肝

斑
は
回
避
で
き
ま
せ
ん
。
シ

ミ
で
悩
ま
れ
て
い
る
女
性
の

半
数
近
く
は
肝
斑
が
あ
り

ま
す
の
で
、
光
美
顔
を
お
こ

な
う
際
に
避
け
て
通
れ
な

い
関
門
と
言
え
ま
蒐

エ
ス
テ
一η

ッ
ク
サ
ロ
ン
で

光
美
顔
を
お
こ
な
う
の
で

あ
れ
ば
選
択
肢
は
二
つ
で

し
ょ
・3

肝
斑
で
あ
る
か
ど

う
か
を
確
実
に
判
断
で
き

る
能
力
を
養
う
か
、
あ
る
い

は
肝
斑
を
も
施
術
で
き
る

機
械
シ
ス
テ
ム
を
用
い
る
か

で
す
。
典
型
的
な
肝
斑
は
両
頬

に
左
右
対
称
に
現
わ
れ
ま

す
の
で
診
断
は
さ
ほ
ど
難

し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
潜
在

的
な
肝
斑
は
診
断
が
難
し

く
施
術
後

に
黒
く
な
っ
て

は
じ
め
て
肝
斑
だ
っ
た
と

わ
か
る
よ
う
な
場
合

も
あ

り
ま
す
の
で
、
エ
ス
テ
一等

シ
ャ
ン
に
肝
斑
か
ど
う
か
の

判
断
を
求
め
る
と
い
う
の

は
無
理
で
し
ょ
う
し
、
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も

お
客
様
の
半
数
を
お
断
り

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
肝
斑
を
も
施
術
で

き
る
機
械
シ
ス
テ
ム
に
解

決
を
求
め
る
し
か
な
い
わ

け
で
す
。
幸
い
、
解
決
法
は

見
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
黄

色
い
光
は
肝
斑
を
悪
化
さ

せ
ま
す
が
オ
レ
ン
ジ
色
の

光
線
だ
と
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
の
で
す
。
簡
単

に
い
う
と
オ
レ
ン
ジ
色
の
光

線

を
短
い
間

隔
を
置

い
て

2
連
発
す
れ
ば
肝
斑
が
隠

れ
て
い
て
も
安
全

に
施
術

で
き
る
い
う
こ
と
で
す
。

●
赤
ら
顔

や

ニ
キ
ビ
の
対
処
法

で
は
、
す
べ
て
の
施
術
を

オ
レ
ン
ジ
色

の
光
線
で
お

こ
な
え
ば
よ
い
か
と
い
え
ば

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
光

美
顔
は
シ
ミ
だ
け
で
な
く

赤
ら
顔
や
一
一キ
ビ
も
対

象

㎜

に
し
て
い
ま
す
。
赤
ら
顔
や

ニ
キ
ビ
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

で
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
メ
ラ
ニ

ン
で
は
な
く
毛
細
血
管
内

の
赤
血
球
に
含
ま
れ
る
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
な
の
で
オ
レ
ン

ジ
色
は
効
か
な
い
の
で
需

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
に
効
く
の

は
黄
色
い
光
線
で
す
か
ら
、

エ
ス
テ
サ
ロ
ン
で
光
美
顔

を
お
こ
な
う
の
で
あ
れ
ば
エ

ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
に
は
黄
色

と
オ
レ
ン
ジ
色
の
光
線
を

使
い
分
け
る
知
識
と
技
術

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
種
類
の
光
線
で
赤
ら

顔
と
シ
ミ
と
脱
毛
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
は
理
論
上

不
可
能
で
す
。
理
論
的
に

間
違
っ
た
施
術
を
お
こ
な
っ

て
お
客
様
の
顔
に
ト
ラ
ブ

ル
を
起
す
こ
と
だ
け
は
避

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
も

い
ま
蒐

む・なしい役 務 か ら屍1放!

本 当 に鋭 毛 が 終 アする喜』び をあなた に!

厚 』1[}』 一_一

聾
.』耀 欝_

世界初1ジ ュール数、パルス幅、持続時間を自由に設定で

きる最強のハイパワーマシン。

強力な直接皮膚接触冷却装置を内臓、組み込まれたサファ

イアチッブとのダブルアクションで効果は従来機の4～5倍 、

痛みは10分の1以 下、安全性は10倍以上に向上。毒

彰 ●8mm×34mmワ イドなスボット○チャージタイムも2秒

懸 、、.、麟/.躊 認 男㍑ 特盗 ン..チ切、、替え
●5万 発保証○最後まで設定どおりの出力○キャリブレーションブログラムでラ

ンブ出力をオートマティック補正

●ハンドビースボートはワンタッチ著脱

故障時はパーツボックスを差し替えるだけらくらくイージーメンテナンス

■zo●0o一
"

』

一

光 美 容 礎 か らヤケ ドを追 放 ノ

常 に最 高 出 力 で01ロv.,、i。 。

:1
,湧1謹

し
醗

従来では効果が得られなかった細い軟毛に対して機械の最高 出力で重複連続照射

5連 発で効果を出すなど、クールチップを装着すれば不可能が可能になります。

▲
▽一一
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「ま
つ
毛
パ
ー
マ
」
に
よ
る
危
害
増
加
!
舞

御嶽

被
害
防
止
に
関
係
機
関
へ
要
望

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は
9
月
3
日
、
「
ま
つ
毛
パ
ー
マ
」
に
よ
り
、
目

に
炎
症
や
ま
ぶ
た
に
か
ぶ
れ
が
生
じ
た
等
の
危
害
情
報
が
1
9
9
9

年
度
か
ら
増
加
し
始
め
、
2
0
0
2
年
度
に
さ
ら
に
増
加
し
て
い
る
と

発
表
し
た
。
な
か
に
は
目
の
炎
症
に
よ
り
、
治
療
に
ー
カ
月
以
上
か
か

つ
た
例
も
み
ら
れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
「
ま
つ
毛
パ
ー
マ
」
に
よ
る
危

害
情
報
を
分
析
し
、
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
ま
つ
毛
パ
ー
マ
液
」
の

成
分
等
に
つ
い
て
調
べ
、
ま
つ
毛
に
使
用
さ
れ
て
い
る
パ
ー
マ
液
を
中
心

に
問
題
点
を
ま
と
め
、
被
害
の
未
然
防
止

・拡
大
防
止
の
た
め
に
情

報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
へ
要
望
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

N
蜀

S
危
害
は
「エ
ス
テ
テ
ィ
ッ

ク
サ
ロ
ン
」
に
多

く
発
生

し
て
お
り
、
危
害
を
受
け

た
人

の
年
齢

は

20
歳
代

の
女
性

が
多
い
。
危
害
部

位

は
ま

ぶ
た

へ
が

約
半

数
。
目
へ
の
危
害
は
治
療

期
間

が
他
の
部

位

に
比

べ
長
期
に
渡
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
危
害

事
例
を
み
る
と

「医
薬
部

外
品

」
で
あ

る
「
頭
髪
用

パ
ー
マ
液
」
を
ま

つ
毛
に

使

っ
た
ケ

ー
ス
で
あ
る
。

厚
生

労
働

省

に
よ
る
と

「
頭
髪
用
パ
ー
マ
液
」
と
同

様
の
成
分
か
ら
成
る
も
の

が
「
ま
つ
毛
パ
ー
マ
液
」
と

し
て
製

造
ま

た
は
輸
入

さ
れ
る
場
合

は
、
「
薬
事

法
」
上
の
規
制
対
象
と
な

り
、
承
認
許
可
を
必
要
と

す
る
も
の
に
該
当
す
る
』

と
の
見
解

で
あ
っ
た
が
、

現
在

の
と
こ
ろ
「
頭
髪
用

パ
ー
マ
液
」
以
外
に
「ま
っ

毛
パ
ー
マ
液
」
と
し
て
承

認
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な

い
。
「
頭
髪
用
パ
ー
マ
液
」
と
ほ

ぼ
同
じ
成
分

・品
質
の
も

の
を
ま
つ
毛
に
使
用
す
る

こ
と
は
、
安
全
上
の
観
点

か
ら
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、

「頭
髪
用
パ
ー
マ
液
」
を
ま

つ
毛
に
使
う
こ
と
は
薬
事

法
に
も
と
づ
く
承
認
内
容

を
逸
脱

し
た
目

的
外
使

用

で
あ

り
問
題
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
テ
ス
ト
対
象
銘

柄
の
表
示
内
容
か
ら
み
る

と
、
施
術
者

や
使
用
者
が

情
報
を
十
分
に
取
得
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

同
セ
ン
タ
ー
が
情
報

を
提

供
す
る
の
は
、
経

済
産
業
省
商
務
情
報
政

策
局
サ
ー
ビ
ス
産
業
課
、

公
正
取
引
委
員
会
事
務

総
局
取
引
部
消
費
者
取

引
課
、
内
閣
府
国
民
生

活
局
消
費
者
調
整
課

。

要
望
を
お
こ
な
う
の
は
、

厚
生
労
働
省
健
康
局
生

活
衛
生
課
、
厚
生
労
働

省

医
薬
食
品
局
審
査
管

理
課
、
厚
生
労
働
省
医

薬
食

品
局
監
視
指
導

・

麻

薬
対
策
課
、
全
日
本

美
容
業
生
活
衛
生
同
業

組
合

連
合
会
、
日
本

エ

ス
テ
一弄

ッ
ク
連
合
。

「サ
ロ
ン
の
レ
ー
ザ
ー
脱
毛
機

等
の
安
全
性
」
協
議
報
告

東
京
都
は
8
月
H
日
、
商
品
等
の
安
全
問
題
に
関
す
る
協
議
会
に

委
嘱
し
て
い
た

「
エ
ス
テ
一弄

ッ
ク
サ
ロ
ン
に
お
け
る
レ
ー
ザ
ー
等
を
利

用
し
た
脱
毛
機
の
安
全
性
」
に
関
す
る
協
議
報
告
を
発
表
し
た
。
本

報
告
を
も
と
に
サ
ロ
ン
で
の
レ
ー
ザ
ー
脱
毛
施
術
に
伴
う
危
害
の
未

然
防
止
を
図
る
た
め
事
業
者
団
体
に
よ
る
安
全
性
向
上
へ
の
自
主
的

な
取
り
組
み
を
促
進
す
る
よ
う
求
め
る
。
報
告
は
、
3
月
に
発
表
し

た
家
庭
用
レ
ー
ザ
ー
脱
毛
機
に
関
す
る
協
議
報
告
に
続
く
も
の
。

サ
ロ
ン
に
お
け
る

レ
ー
ザ
ー
脱
毛
機
等
の
『

安
全
性
に
関
す
る
捉
案

㊥
⇔
◇

(豆
)
レ
ー
ザ

i
脱

毛
機

等

の
安
全

確
保
ロ

ア

機
器
の
安
全
牲

(ア
)
レ
ー
ザ
ー
脱
毛
機
等

(レ
ー
ザ
ー
光
線
や
フ
ラ
ッ

シ
ュ
ラ
ン
プ
を
利
用

し
た

脱

毛
機
)
は
、
適

正
な
使

用
方
法
に
お
い
て
皮
膚

に

お
け

る
熱
傷
等

の
障
害

や
眼
合

併
症
等

の
危
害

を
生

じ
な
い
も

の
で
な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
た

め
サ
ロ
ン
用
に
つ
い
て
は
、
一

臨

床
試

験
な
ど

科
学
的

検

証
結

果
を
基

に
安
全

基
準
を
明
ら
か
に
し
て
こ

の
基
準

を
満
た

す
機
器

で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
医

療
用

機
器
と
識

別

で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

(イ
)
レ
ー
ザ
ー
脱
毛
機
等

に
は
、
誤

っ
た
設
定
等

に

よ
り
高
出
力
の
レ
ー
ザ
ー

光
線
等
が
出

る
こ
と
の
な

い
よ
う

な
安
全
装

置

を

備
え
る
こ
と
。

(ウ
)
レ
ー
ザ
ー
脱
毛
機
等

は
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
等
が

一
正
確

に
目
標
部
位

に
照

射

さ
れ

る
よ
う
な

機
能

を
持

つ
こ
と
。
ま
た
、
目

標
部
位

の
特
定
に
ガ
イ
ド

光
を
用

い
る
場
合

は
、
照

射
時
と
照
射
準
備
時

(非

、

照
射
時
)
の
色
を
変
え
る

な
ど
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
等

の
照

射
を
容

易

に
確

認

で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
。
(エ
V
皮
膚
の
熱
傷

発
生

を
防
止
す
る
た
め
、
レ
ー

ザ
i
脱
毛

機
等

本
体

に

施
術
部

分
を
冷

却
す

る

機
能
を
設

け
る
こ
と
、
ま

た
は
、
そ
れ
に
代
わ
る
施

術
上

の
対
応
措

置
を
取

る
こ
と
。

(オ

)
ゴ
ー
グ
ル
等

、
身
体

の
危
害

を
防
止

す
る
た

め
に
必
要
な
も
の
に
つ
い

て
は
、
本
体
の
付
属
品
と

し
て
備

え
る
と
と
も
に
、

機
器
ご
と
に
そ
の
仕
様
等

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

ロ

イ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

(ア
)
サ
ロ
ン
事
業
者

は
、

レ
ー
ザ
ー
脱
毛
機
等
を
使

用
す
る
場
合
、
専
門
知
識

を
有

す

る
点

検
技

術
者

に
よ

る
定
期

的
な

保
守

点
検

及
び
自

主
点

検
を

実
施
す
る
こ
と
。

(イ

)
製
造
者

は
機
器
の

機
能
を
維
持

し
、
安
全
を

確
保
す
る
の
に
必
要
な
保

守
点

検

の
内

容

お
よ
び

時
期
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。
ま
た
、
使
用
状
況
に

応
じ
た
消
耗

品
の
交
換
、

安
定

し
た
機

能
確
保

の

た
め
の
点
検

・
調
整
、
劣

化

状
況

の
判
定

等
を

目

的
に
点

検
基
準

を
作
成

す
る
と
と
も
に
、
点
検
技

術
者
を
育
成

・確
保
す
る

こ
と
。

(ウ
V
点
検
技
術
者
は
、
保

守
点
検
の
実
施
時
に
、
目

標
へ
の
正
確
な
照
射
機
能

を
維
持
す
る
た
め
に
、
機

器

の
照
射

誤
差
を

測
定

・し
、
誤
差
範
囲
内
で
あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
と
と

も
に
、
誤
差

が
大

き
い
場

合

は
必
要

な
調
整

を
行

う
こ
と
。

(■
)
点
検
技
術
者
は
、
実

施

し
た
保

守
点
検

の
結

果
を
書
面
に
記
録
し
、
こ

の
点
検
記
録
は
、
点
検
技

術
者

、
サ
ロ
ン
事
業
者
の

双
方

が
保
管
す
る
こ
と
。

ま
た
、
サ
ロ
ン
事
業
者
は
、

保
守
点
検
の
結
果
、
機
器

に
異
常
等
が

発
見
さ

れ

た
場
合

は
速
や
か
に
修
理

す
る
と
と
も
に
、
安
全
が

確
認
さ
れ
る
ま
で
当
該
機

器
を

用
い
た
施
術

を
行
-

3

-わ
な
い
こ
と
。

(オ

)
点
検
技
術
者
は
、
保

守
点
検

の
結
果
、
機
器
の

性
能
が
確
保
さ
れ
て
い
る

と
判
断
す
る
場
合

に
は
、

そ
の
旨

及
び
有
効

期
間

を
見
や
す
い
位
置
に
表
示

す
る
こ
と
。

(カ

V
サ
ロ
ン
事
業
者
は
、

施

術
開

始
前
に
機

器
の

点

検
を

行
う
と

と
も
に

結

果

に
基
づ
く
安
全

性

確
保
措

置
を
取

る
こ
と
。

な
お
、
必
要
な
事
項
を
記

載

し
た
点
検

記
録
表

を

作
成
し
、
結
果
を
記
録
し
、

保
管
す
る
こ
と
。

命
争
傘

(2
》
施
設
面

で
の
安
全

確

保

事
業
者
団
体
は
、
施
設
面

で
の
安
全
性
に
つ
い
て
の

基
準
を
検
討
し
、
以
下
の

点
を
要
点
と
し
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
各
事

業
者

に
遵
守
を

働
き

か

け
る
こ
と
。
ロ

ア

施
術
を
行
う
場
所

(部

屋
)
で
は
、
内
装

材
や
備

品

に
レ
ー
ザ
ー
光
線
等
の

反
射
が

な
く
、
レ
ー
ザ
r

光
線
等
が
誤
っ
て
照
射
さ

れ
た
場
合

で
も
燃

焼
し

な
い
材
質
の
も
の
を
使
用

す

る
こ
と
。
ま
た
、
レ
ー

ザ

ー
光

線
等

の
反

射
や

誤

照
射

の
危

険
を

考
慮

し
て
、
部
屋
の
構
造
や
備

品

の
レ
イ
ア
ウ

ト
に
つ
い

て
定

め

る
と

と
も

に
必

要
な

空
間
を

確
保

す
る

こ
と
。

ロ

イ

明

る
い
照
明
を

確
保

し
瞳
孔
径
を
絞
る
こ
と
に

よ
り

目
に
対

す
る
安

全

性
を
高

め
る
た
め
、
施
術

室
の
照
明
に
つ
い
て
基
準

を
定
め
る
こ
と
。

ロ

ウ

施
術
中
に
、
外
部
か
ら

の
立
ち
入
り
に
よ
る
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
レ
ー
ザ
ー

光

線
等

照
射
中

は
施
術

室
の
外

部

に
そ

の
旨
を

知
ら
せ
る
表
示
を
行
う
と

と
も
に
、
立
ち
入
り
を
禁

止

す

る
措
置

を
取

る
こ

と
。

愈
愈
魯

(3
∀
技
術
面

で
の
安

全

確

保

ロ

ァ

施
術
者
の
教
育

(ア
)
事
業
者
団
体
は
、
レ

ー
ザ
ー
脱
毛
施
術
に
関
す

る
統

一
的
基
準

に
よ
る

教
育

制
度

を
設

け
る
こ

と
。
(イ
〉
施
術
者
教
育

に
は
、

脱
毛
及
び
レ
ー
ザ
ー
に
関

す
る
知
識
等

に
加
え
、
レ

ー
ザ
ー
脱
毛
施
術
の
実
技

訓
練
を
盛
込
む
こ
と
。

イ

資
格
制
度

(ア
)
業

界
統

一
基
準

に

基
づ
く
試
験
等
に
よ
り
資

格
を
付

与
す

る
な
ど
資

格
制
度
を
設
け
、
施
術
者

の
知
識

・技
能
水
準
の
確

保
を
図
る
こ
と
。

(イ
)
資
格
者
に
は
、
定
期

的
に
知
識

、
技
術
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習

の
受
講

を
施
術

者
に
義
務

付
け

る
な

ど
、
技
術

・知
識

の

維
持
向
上
を
図
る
こ
と
。

◆
愈
φ

(4
)
利
用
者

へ
の
対
応

ロ

ア

事
前
の
説
明
及
び
調

査(ア
)
施
術
者
は
、
レ
ー
ザ

ー
脱

毛
施

術
を

行
う
に

当
た
り
利
用
者
に
対
し
、

施
術

内
容

及
び
施

術
の

効
果
と
限
界
、禁
忌
事
項
、

施
術

に
際

し
発
生

す
る

リ
ス
ク
に
つ
い
て
説
明
を

行
う
こ
と
。

(イ
)
施
術
者

は
、
施
術
時

に
利
用
者

が
レ
ー
ザ
ー
光

線
等

の
反
射

な
ど

の
原

因
と
な
る
指
輪

、
時
計
等

を
外

す
よ
う

注
意
す

る

こ
と
。

(ウ
)
施
術
者

は
、
事
故
の

発
生
防
止
の
た
め
、
利
用

者

に
対

し
施
術

前
に
必

要
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
調

査

を
行
う

こ
と
。
こ
の
と

き
、
体
質

や
健
康

、
そ
の

他

皮
膚

等
の
状

況
に
疑

問

が
あ
る
利

用
者

に
は
、

施
術

の
是
非

に
つ
い
て
医

師
の
確
認
を
取
る
こ
と
。

(エ
)
サ
ロ
ン
事
業
者
は
、

利
用
者
毎

に
事
前
説
明
・

調
査
の
内
容
、
施
術
の
内

容
、
経
過
や
結
果
等
を
記

し
た
カ
ル
テ
を
整
備

し
保

管
す
る
こ
と
。

(オ
)
製
造

・輸
入
販
売
事

業
者

及
び
事

業
者

団
体

は
、
事
前
説
明
や
ヒ
ア
リ

ン
グ
等

に
必
要

な
事

項

を
盛

込
ん
だ
業

界
標
準

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
や
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
す

る

こ
と
。

(カ
)
サ
ロ
ン
事
業
者

は
、

施
設
の
見
や
す
い
場
所
に

利
用
者

向

け
の
禁
忌
事

項
や
施
術
前
、
施
術
中
及

び
施
術

後

の
注

意
事
項

を
表
示
す
る
こ
と
。

2

器

瓢
ル
面
羅

ロ

イ

衛
生
管
理

施
術
者
は
、
施
術
時
に
機

器

が
利

用
者

の
肌
に
接

す

る
部

分
に
つ
い
て
、
利

用

者
毎

に
消
毒
を

行
う

等
、
施
術
時

の
衛
生
管
理

に
注
意
す
る
。
ま
た
、
サ

ロ
ン
事
業
者
は
施
設
を
衛

生
的
に
管
理
す
る
こ
と
。

愈
◆
◆

(5
》
安

全
管
理

、
苦
情

相
談

ロ

ア

安
全
管
理

(ア
V
施
術
者
は
、
事
故
等

が
発
生
し
た
場
合
、
速
や

か
に
サ
ロ
ン
事
業
者
に
報

告
す
る
こ
と
。

(イ
)
サ
ロ
ン
事
業
者

は
、

施
設
の
安
全
管
理
、
施
術

者
の
教
育

を
行
う
他
、
施

術
者
等

か
ら
事
故

の
.報

告
を
受

け
た
と

き
は
速

や
か
に
利
用
者
が
医
療
機

関
の
診

断
を
受

け
る

よ

う
手
配

す
る
な
ど

必
要

な
措
置

を
取
る

と
と
も

に
、
事
故

の
原
因
を
究
明

し
改
善
策
を
講
じ
、
そ
の

記
録
を
残
す
こ
と
。

イ

苦
情
相
談
窓
ロ
の
設

置(ア
)
サ
ロ
ン
事
業
者

は
、

利

用
者

か
ら
の
苦
情

に

対
応
す
る
た
め
の
窓

口
を

設
置
し
、
誠
実
に
対
処
す

る
と
と
も

に
記
録
を

残

す
こ
と
。

(イ
)
事
業
者
団
体
は
、
サ

ロ
ン
の
施
術
に
よ
り
危
害

等
を
媛
け
、
当
該
サ
ロ
ン

の
対

応

に
不
満
が
あ

る

利
用

者

に
対
応

す
る
窓

口
を
設
け
、
調
停

・救
済

に
取
り
組
む
こ
と
。

⇔
◆
φ

(
6
)
サ
ロ
ン
の
認
定

ロ

ア

現
在
事
業
者
団
体
等

で
進
め
ら
れ
て
い
る
サ
ロ

ン
認
定

制
度

の
実

施
に

当
た
っ
て
は
、
少
な
く
と

も
次

の
よ
う
な
消

費
者

の
サ
ロ
ン
選
択
に
必
要
な

事
項
が
備
わ
っ
て
い
る
こ

格 で す.
[ルーブ1

と
を
審
査
し
、
公
平
な
第

一二
者

機
関

に
よ
る
一認
定

を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

(ア
)
機
器
や
施
設
等

の
ハ

ー
ド
面
で
の
安
全
対
策
に

関
す
る
事
項

(イ
)
施

術
者
の
資
格

保

有
状
況

や
社
内
教

育

制

度
、
異
常
時
の
対
応
等
ソ

フ
ト
面

で
の
安
全

対
策

に
関
す
る
事
項

(ウ

)
契
約

面
で
の
適

正

な
対
応
に
関
す
る
事
項

ロ

イ

認
定

の
基
準

に
つ
い

て
、
消
費
者

へ
の
周
知

に

努
め
る
こ
と
。ロ

ウ

認
定
制
度
の
実
効
性

を
高
め
る
た
め
、
関
係
サ

ロ
ン
事
業
者

の
事
業
者
団

体
へ
の
加
入
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
団
体
未
加
入

事
業

者
も
認

定
を
受

け

ら

れ
る
よ

う
に
す

る
こ

と
。

□


